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  尿路上皮癌細胞株 UM-UC3 と T24 を使用した。ALDEFLUOR assay を用いて UM-UC3 の






 ALDEFLUOR assayでは、UM-UC3は約 10%のALDH1陽性細胞を認めた。Sphere-forming assay, 
免疫不全マウスへの異種移植では sphere形成能、造腫瘍共にALDH1陽性細胞で有意に高くなっ
ており、癌幹細胞性を有していると考えられた。cDNA マイクロアレイの検討では、glutamate 
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論文題名 
GRIK2 has a role in the maintenance of urothelial carcinoma stem cells, 
and its expression is associated with poorer prognosis in urothelial 
carcinoma cases. 
(GRIK2 は尿路上皮癌幹細胞の維持に働き、その発現は尿路上皮癌症例の予後
に関与している) 
結果の要旨 
  
尿路上皮癌における癌幹細胞の豊富な細胞集団を ALDH1 活性分析によって適切に分離
同定することができた。またその癌幹細胞集団では GRIK2遺伝子を高発現しており、それ
が癌幹細胞の維持に重要な役割を果たしていると考えられた。ALDH1と GRIK2の関係な
ど解決されるべき本質的な問題は残されるものの、学位論文として適切であるとの評価を
審査委員全員から得た。 
 
 
